
中期目標
振り返り

・危機管理、授業改善などの課題は継続的に解決できるよう尽力する。
・教職員の時間の使い方の意識改革を図り、更なる教材研究の時間を確保する。
・グローバル教育については、最重要課題と捉え、現地での深い学びができるよう事前事後指導も行い生徒の成長を支援する。
・日本国内での国際交流を新たに開拓し、多くの生徒がグローバル活動に関われるよう支援する。
・総合的な探究の時間の更なる充実をはかり、外部とのつながりを増やして社会に目を向けられる生徒の育成に取り組む。

中期取組
目標

振り返り

中期取組
目標

振り返り

学校関係者
評価書提言

に対する考え

　学校としても令和５年度の取組目標に対して一定の成果をあげ、生徒を支援できたと感じているが、危機管理、授業改善などの課題は継
続的に解決できるよう尽力したい。教職員の時間の使い方の意識改革を図り、更なる教材研究の時間を確保する。グローバル教育につい
ては、姉妹校交流の再開にともない、令和６年度に取り組むべき重要な課題の一つと捉えている。アメリカ方面への渡航費用が高騰する
中、日本国内での国際交流を新たに開拓し、多くの生徒がグローバル活動に関われるよう支援したい。これに付随して、総合的な探究の時
間の更なる充実をはかり、外部とのつながりを増やして社会に目を向けられる生徒の育成に取り組む考えである。

学校関係者
評価書提言

に対する考え

学校関係者
評価書提言

に対する考え

学校関係者
評価書提言

　令和５年度の取組目標に対して一定の成果は上がったと評価しているが、引き続きAに近づく努力を期待する。危機管理（災害、事件、事
故等）については、生徒への更なる意識付けが必要である。教員の研修について、進学指導重点校として教員の研修の時間を確保し、生
徒が成長できる授業の展開を期待したい。グローバル教育については、市内のインターナショナルスクールや横須賀市などと連携し、国内
での活動を模索することも検討して欲しい。総合的な探究の時間については横浜市大の教授陣が協力しているが、学生ボランティアなど支
援する人間を増やすことを検討し、活動や発表会の更なる充実を期待したい。学校が成熟してきている印象があるが、令和６年度もヤング
ケアラーや学習障害、いじめ等にも引き続きアンテナを高く生徒を支援することを期待する。

学校関係者
評価書提言

学校関係者
評価書提言

Ｒ６ＴＭ１３

いじめへの対応

Ｒ７ＴＭ１３

学校に関する
情報公開

Ｒ７ＴＭ１２

いじめへの対応

○組織的な情報共有・対応ができるようにします。
○日常的に保護者とのコミュニケーションを図るとともに、関係機関への
協力、連携・協働によりチームとしてアプローチできるようにします。
○「いじめはいつでも起こりうる」ことを念頭に置き、「いじめ防止基本方
針」を十分に理解し、生徒理解に努め、いじめの早期発見と解決に取り
組みます。

いじめ防止対策委員会を月一回の例会として行い、必要に応じ
て関係職員の出席をお願いしつつ、SCやSSWと連携して組織的
な対応ができた。また朝の打ちあわせや学年会を通して、学年
組織としてアンテナ高く生徒に向き合い情報を共有できた。生徒
による評価の項目５について、８６％が肯定的な回答であった
が、これを１００％に近づける努力をし続けなければならないと感
じる。
 

B いじめへの対応

Ｒ７ＴＭ１１

学校に関する
情報公開

○学校説明会や、金高OPEN DAY、文化祭などの情報について
学校ホームページに随時掲載し、新しい情報を発信するととも
に、ポスター、パンフレットの見直し等の工夫を図ります。

ポスターやパンフレットは生徒の生き生きと活動している姿が伝
わる最新の写真に差しかえ、コロナ禍で止まっていた公立展や
公私合同学校説明会に使用するチラシを作成し、中学３年生と
保護者にPRすることができた。また、ホームページで説明会や学
校行事など適切な時期に情報を公開してきたが、説明会後のア
ンケートでホームページが見づらいとの意見があり、今後改善し
ていく必要がある。

B
学校に関する

情報公開

Ｒ６ＴＭ１２

危機管理

○安全・安心な学校づくりを最優先として全教職員で取り組みま
す。
〇大規模地震に対応した避難訓練を通し、生徒の防災・減災意
識を高める指導を推進します。

教職員による学校評価では「危機管理」の項目については８０％
以上が肯定的な評価であった。しかし生徒による評価では校内
の避難経路について否定的評価が４５％もあった。８月に、コロ
ナ以降久しぶりに全校一斉の避難訓練を行うことができたことは
収穫であったが、折に触れて防災意識の啓発をはかることが必
要であると感じた。
 
 

B 危機管理

Ｒ６ＴＭ１１

危機管理

Ｒ６ＴＭ１０

保護者・地域等
との連携協力

Ｒ７ＴＭ１０

学校経理
施設・設備
情報の管理

Ｒ７ＴＭ０９

保護者・地域等
との連携協力

○PTA活動の充実を図り、保護者と教育目標を共有し、組織的・
継続的な連携を一層深めていきます。

年度当初において、PTAと学校組織が連携したうえで円滑にPTA
活動が行えるように従来までのやり方を見直すところからスター
トした。バザーでは制服リユースの呼びかけで集まった制服の売
り上げの寄付により生徒昇降口ロッカーを購入することができ、
教育環境の向上に寄与した。

B
保護者・地域等
との連携協力

Ｒ７ＴＭ０８

学校経理
施設・設備
情報の管理

○会計報告を保護者の目に触れやすくするよう、WEBページの
利用について引き続き周知を図ります。
○備品購入、施設改修・修繕を計画的に進め、教育環境の整備
に努めます。
○個人情報の管理を徹底し、組織的な取組を継続します。
〇情報管理について保護者や生徒に適切な案内を行います。

○予算・決算について、学校ホームページで公表することによ
り、誰にでも見える化を図りました。
○限られた予算の範囲内でできる限りの教育環境整備を行いま
したが、老朽化著しい施設面では積み残しが出ています。
○事務職員向けに情報管理の徹底について研修を実施しまし
た。

B
学校経理
施設・設備
情報の管理

Ｒ６ＴＭ０９

保健指導
環境美化

○感染症予防について理解し、新たな生活様式を習慣化させる
など健康・安全に対し高い意識を持たせます。
〇資源ゴミの分別など美化活動の意識を、教育活動全体の中で
育成します。

保健指導では、コロナウイルス感染症やインフルエンザの予防
や拡大防止のための啓発を行った。生徒による学校評価で肯定
的意見は86％であった。来年度も社会の情勢、状況に応じて判
断し、対応していく。
資源ごみの分別に関して、各学級の分別は良く、特に１学年で
「積極的に取り組んでいる」と考えている生徒が多い。継続して
SDGSの意識を高く持って行動できるよう、学校全体で取り組ん
でいきたい。
 
 

B
保健指導
環境美化

Ｒ６ＴＭ０８

保健指導
環境美化

Ｒ６ＴＭ０７

キャリア教育
進路指導

Ｒ７ＴＭ０７

生徒指導
教育相談

（特別支援）

Ｒ７ＴＭ０６

キャリア教育
進路指導

○卒業後の進路を見据え、進学指導重点校として高い進路希望
を実現させるため、計画的で組織的な学習指導に取り組みま
す。
○スタディーサポートの計画的な実施と結果の活用により進路
希望の実現を図ります。

〇３年間の指導計画を再編し、進路指導部内、及び全教職員での共有
を図りました。また、職員向けの研修を開催したり、生徒向けのガイダン
スや進路集会を行い、進路指導を充実させました。
〇１，２学年とも春と夏明けの２回実施になり、継続的な指導に役立てる
ことができました。また、実施後に教員研修を行い、データの活用を開け
たものにしました。

B
キャリア教育

進路指導

Ｒ７ＴＭ０５

生徒指導
教育相談

（特別支援）

○基本的な生活習慣を確立し、人権尊重の精神・社会的マナー
および公共心意識の高い生徒を育成します。
○生徒相談の時間確保や定期的な生徒支援委員会の開催、ス
クールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーとの連携によ
り生徒の様々な課題に組織的な対応を図ります。

服装指導やネットモラルに関する指導、基本的な生活習慣に関
する指導など、分掌会を通して学校として一定の基準で指導す
るように努めた。また生徒情報を組織として共有することに努
め、SCやSSWとも連携して指導に当たった。生徒による評価の
項目４の回答の肯定的評価が９３％であった。今後も生徒が相
談しやすい体制作りに励み、この数字を１００％に近づけたい。
 
 

B
生徒指導
教育相談

（特別支援）

Ｒ６ＴＭ０６

特別活動
部活動

○学年団による卒業までを見越した指導計画の作成により、
ホームルーム活動の充実を図ります。
○特別活動及び部活動において自主自立の精神および責任感
の育成を図ります。

〇各学年の計画をもとに充実したホームルーム活動を行い、学
校行事や学年行事につなげることができた。
〇主体的な活動を促すことを重視して指導に当たり、責任感を
持って自ら活動に取り組む生徒の姿が数多く見られた。生徒に
よる評価の項目３の回答の肯定的評価は８０％であり、今後この
数字が１００％に近づくように努力を継続したい。

B
特別活動
部活動

Ｒ６ＴＭ０５

特別活動
部活動

Ｒ６ＴＭ０４

教科指導

Ｒ７ＴＭ０４

教育課程

Ｒ７ＴＭ０３

教科指導

○予習・復習を前提とした学習活動の定着のため、入学当初の
オリエンテーションの充実を図ります。
○ICT機器とその環境を用いて、積極的な活用と技術の向上に
努めます。
○基礎学力の定着のみならず、高度な資質・能力の育成のため
各教科指導の充実を図ります。

オリエンテーションでは、学年に応じた予習・復習を前提とした学
習活動について講話を行い、指導の徹底を図った。
ロイロノートやClassroomを積極的に活用していけるよう、自発的
に研修会を行う等、各々が技術の向上に励んだ。
各教科においては指導法の充実を図るため、研修に取り組み、
指導力の向上に努めた。

B 教科指導

組織運営
（働き方改革）
教職員研修

Ｒ７ＴＭ０２

教育課程

○本校の使命を達成するために特色ある教育課程を充実させて
いきます。
○新教育課程学習指導要領を着実に実施し、生徒の資質・能力
の向上に向けて、内容をより深く理解するように努め、職員全体
での取り組みを推進します。

本校の使命を達成するために各教科が工夫を凝らし、特色ある
学校設置科目を置き、教育課程を充実させることができた。
新教育課程学習指導要領を着実に実施することができた。生徒
の資質・能力の向上に向け、職員全体で各学期ごとに観点別評
価についての振り返りを行い、理解を深めた。

B 教育課程

Ｒ６ＴＭ０３

中
期
学
校
経
営
方
針
に
お
け
る
13
の
取
組
分
野

教育目標等
の設定・実施

Ｒ７ＴＭ０1

組織運営
（働き方改革）
教職員研修

○次世代を担う教職員がリーダーとしての役割を意識して、経験豊富な教職員
の指導や助言を積極的に受ける環境を整備し、学校全体で人材育成の意識を
高めていきます。
○授業評価の実施および研究授業を通し、授業研修の活性化を図ります。
〇効率的な組織運営を強く意識し、学校の担うべき役割を精査し、業務内容を
改善することで教職員の負担軽減についても取り組んでいきます。

　職員会議や分掌会、各委員会、校内掲示板のメッセージを通し
て、教職員それぞれが、互いを尊重し、認め合いながら職務を遂
行できる集団形成に取組んでいる。また、各分掌や委員会の主
任を中心に組織的な学校運営ができるよう、教職員に働きかけ
を行っている。

B
組織運営

（働き方改革）
教職員研修

B

中
期
学
校
経
営
方
針
に
お
け
る
13
の
取
組
分
野

教育目標等
の設定・実施

Ｒ６ＴＭ０１

Ｒ６ＴＭ０２

 人材育成の取組目
標

Ｒ７ＪＩＴ

グローバル教
育・サイエンス
教育の推進

Ｒ７ＪＴＭ３

 人材育成の取組目
標

○	積極的な公開授業に取り組み、授業力向上を目指す。
○	全職員が進路研修会を定期的に行い、進路指導力の向上に
努める。
○	人権教育研修、不祥事防止研修に取り組み、人権感覚の向
上と不祥事の防止に努める。

　職員が積極的に公開授業をおこない、生徒の思考・判断・表現
力を育み、生徒自らが課題を見出し解決に向けた取り組みがで
きるよう支援する授業を目指して、教職員一人ひとりが授業力の
向上を目指している。進路指導部を中心に教職員研修をおこな
い、進学指導重点校として教職員の指導力向上に努めている。
また、人権研修や不祥事防止研修を通して、教職員の人権感覚
の向上にも努めている。

B
 人材育成の取組目

標

Ｒ６ＪＩＴ

魅力ある高校教
育の推進

Ｒ７ＪＴＭ２

グローバル教
育・サイエンス教

育の推進

姉妹校の生徒及び教職員との定期的な相互交流を実施する。ま
た、情報通信機器を活用し国際交流活動を充実させる。
市大インストラクターによる「プラクティカルイングリッシュ」を通し
て、英語で発信する力を伸ばす。

昨年度末にミッションベイハイスクールの生徒が来校し、４年ぶり
に直に交流することができた。オンライン交流も引き続き定期的
に行っている。プラクティカルイングリッシュも例年通り実施する
ことができた。今年度３月には現地交流の代替企画としてイング
リッシュデイキャンプも予定しており、来年度の現地交流に向け
て生徒のモチベーション維持ができている。

B
グローバル教

育・サイエンス教
育の推進

Ｒ６ＪＴＭ３

 「総合的な探究
の時間」の取組

の推進

Ｒ７ＪＴＭ１

魅力ある高校教
育の推進

横浜市立大学との高大連携を推進し、各学問分野の大学教員
による「高大連携特別講座」、大学生とともに学ぶ「高大連携講
座」、市大インストラクターによる「プラクティカルイングリッシュ」
について評価を行い、生徒の満足度８０％を目標とする。

「高大連携特別講座」は１年次が９月に複数の講座から自身の興味関心
から選択して受講した。また、1年次の探究の発表会を３月に行う際に
も、市大のホールにて講評をもらう予定であり、大学を身近に感じる良い
機会となった。「高大連携講座」は前期14名後期1名の参加があり、それ
ぞれの興味関心を拡げる機会に繋がった。「プラクティカルイングリッ
シュ」は3年生の参加もあり、市大への志望を強くした生徒もいた。

B
魅力ある高校教

育の推進

Ｒ６ＪＴＭ２
重
点
取
組
項
目

 「総合的な探究
の時間」の取組

の推進

Ｒ６ＪＴＭ１

重
点
取
組
項
目

重
点
取
組
項
目

 「総合的な探究
の時間」の取組

の推進

身近なところから世界にまで目を向けたグローバルな視点から社会の課題を見
出し、課題解決に向けて自ら関わろうとする姿勢を育成する。
探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、次に
あげる能力・態度を身に付けられる機会を提供する。
① 学び方やものの考え方を身に付け、探究力や論理的思考力を養う。
② グローバル社会で生きていることを認識し、自己の在り方や生き方、将来の
進路について考える。

１年次では、身近なところからグループで課題を見出し、探究活動の基
礎を身に付けることができた。２年次では、グローバルな視点から個人
で課題を見出し、探究力や論理的思考を身に付けることができた。３年
次では、１・２年次で身に付けた力を活かして、進路実現につなげること
ができた。
３年間を通じて、自己の在り方や生き方、将来の進路について考える機
会を提供することができた。

B

自
己
評
価
を
記
入

、
総
括
は
A
十
分
達
成

、
B
概
ね
達
成

、
C
努
力
必
要

、
D
改
善
必
要
　
で
選
択
し
て
く
だ
さ
い

。

中
期
学
校
経
営
方
針
に
お
け
る
13
の
取
組
分
野

教育目標等
の設定・実施

○本校の学校教育目標及び中期学校経営方針について理解を
深め、目標の達成に向けて会議等で意見交換の活性化を図りま
す。

　職員会議でスクールミッションやグランドデザインを確認し、最
終的な業務の目的はそこにあることを、全職員で確認している。
組織運営について改革案を提示し、企画調整委員会や職員会
議で意見交換をおこないながら、来年度に向けて組織改編を実
現した。

総括
取組目標 自己評価 取組目標 自己評価 取組目標 自己評価

取組分野
令和 7 年度令和 6 年度

総括

様式１

取組分野
令和 5 年度

総括 取組分野

令和 5 ～ 7 年度 ）横浜市立 高等学校評価報告書 （


